
上段：実数

下段：％

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

32 35 1 0 4

44.4 48.6 1.4 0.0 5.6
27 38 7 0 0

37.5 52.8 9.7 0.0 0.0
24 39 4 1 3

33.8 54.9 5.6 1.4 4.2
27 40 5 0 0

37.5 55.6 6.9 0.0 0.0
42 30 0 0 0

58.3 41.7 0.0 0.0 0.0
39 30 3 0 0

54.2 41.7 4.2 0.0 0.0
33 35 0 0 3

46.5 49.3 0.0 0.0 4.2
35 29 0 0 8

48.6 40.3 0.0 0.0 11.1
31 34 0 0 7

43.1 47.2 0.0 0.0 9.7
28 36 2 1 4

39.4 50.7 2.8 1.4 5.6
37 34 0 0 0

52.1 47.9 0.0 0.0 0.0

23 38 2 0 3

34.8 57.6 3.0 0.0 4.5

20 37 2 0 7
30.3 56.1 3.0 0.0 10.6

22 38 1 0 6

32.8 56.7 1.5 0.0 9.0

生徒が自己の適性を知り、将来の姿を
現実的に描いて進路目標を早期に明確
化し、達成できるよう指導している。

１０

教
育
情
報
部

各分掌でのファイルの整理を行うとともにセ
キュリティの意識を高めている。

１２
学
年
団

１年
生徒が高校生としての自覚を持ち、基本
的生活習慣と進路意識を身につけるよ
う指導している。

２年
生徒が進路選択に向けて自分で情報を
収集し考え決定する力をつけるよう指導
している。

３年

８

教
育
相
談
部

ＳＣ、ＳＳＷとのケース会等を通して、校内の
支援体制を強化し、支援の必要な生徒に対し
て可能な支援を丁寧に行っている。

９

保
健
環
境
部

歯科検診・視力検査における要受診者の受診
率を上げ、生徒の健康の保持増進に努める態
度を育てている。

６

進
路
指
導
部

生徒の進路希望を考慮しつつ、ハローワーク
や業者と連携し、各種ガイダンス・説明会を実
施して生徒の進路意識を高めている。

７

人
権
・
同
和

教
育
部

人権・同和教育ＬＨＲの指導案を改訂するとと
もに、生徒が主体的に活動する人権学習を推
進している。

４

生
徒
指
導
部

服装の整備や時間の厳守など集団生活を営
むうえでの基本的生活習慣を育成している。

５

特
別
活
動
部

感染症対策により、学校行事や生徒会活動、部活動が大きく制
限された。そのような状況のなかでも、代替行事等や部活動を
生徒の意見を取り入れながら工夫して実施し、意欲的・主体的
に取り組む生徒を育成している。

感染症対策で今年度はさまざまなＰＴＡ関連行事が中止となっ
た。理事会が開催できないので、役員会で決定した内容をプリ
ントで広報した。来年度は各行事が実施していけるようにＰＴＡ
の役員会・理事会などの組織を保つよう努力している。

２
教
務
部

学校行事の運営や各業務について、効率化、
簡素化が行われている。

３

教
育
研
究
部

ユネスコスクールとして、ＥＳＤ委員を中心に
生徒が工夫して取り組める活動を進めてい
る。

１１
事
務
部

日常の点検により危険・不良箇所を把握し、
早期に修繕・改善を行い、安全で快適な学習
環境が保たれている。

令和３年度　学校教育評価表（教職員アンケート）集計結果

Ａ　そう思う　　　　　Ｂ　だいたいそう思う　　　　　Ｃ　あまりそう思わない

Ｄ　まったくそう思わない　　　　　Ｅ　わからない

Ⅰ．学校自己評価に関するもの
評価内容

１
総
務
部

資料 ３



Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

25 39 7 0 1

34.7 54.2 9.7 0.0 1.4
25 42 3 0 1

35.2 59.2 4.2 0.0 1.4
18 41 9 0 3

25.4 57.7 12.7 0.0 4.2
19 46 5 0 1

26.8 64.8 7.0 0.0 1.4
15 48 5 0 2

21.4 68.6 7.1 0.0 2.9
18 44 4 0 3

26.1 63.8 5.8 0.0 4.3
１８

校内研修組織が確立し、計画的に研修が実施さ
れ、教育実践に役立つような内容となっている。

１５
教職員の適性・能力に応じた校内人事や校務分掌
の分担がなされ、教職員が意欲的に取り組める環
境にある。

１６
各分掌や各学年団で課題や悩みが気軽に相談で
きる雰囲気がある。

１７
事故、事件、災害等に対して迅速かつ適切な対処
ができるよう、危機管理の役割分担が明確化され
ている。

Ⅱ．学校経営・教育活動に関するもの
評価内容

１３
本校の教育課題や年度の教育計画について、職員
会議をはじめ各種会議において話し合う機会が持
たれている。

１４
体罰やセクシュアル・ハラスメントの防止をはじめ、
生徒の人権を尊重する立場に立って、生徒の指導
が行われている。


